
令和７年度 学校教育自己診断アンケート結果と分析について 

１．本校生徒・保護者・教職員、設問内容と分析 

【本校生徒】 

設問のうち上位 2区分の合計数値が前年度と比較をして５％以上増減のあったものに↑・↓を記している。 

質問内容 Ｒ７ Ｒ６ 質問内容 Ｒ７ Ｒ６ 

Ｑ１．私は学校へ行くのが楽しい 83% 83% 
Ｑ11．先生は、いじめについて私たちが困っていることがあ

れば真剣に対応をしてくれる 
95% 95% 

Ｑ２．先生は授業を工夫して、よくわかるように教えてくれる 95% 97% Ｑ12．担任の先生には、なんでも相談できる 88% 89% 

Ｑ３．自分の考えをまとめたり、発表できるときがたくさんあ

る 
75%↓ 84% 

Ｑ13．担任の先生以外にも、保健室や相談室で気軽に相談

できる先生がいる 
77%↓ 82% 

Ｑ４．授業でわからないことは、先生にききやすい 92% 94% 
Ｑ14．授業でゆたかな心や人の生き方について考えること

がある 
90% 87% 

Ｑ５．地震や火事などがおこった時、どうしたらよいかを教

えてもらっている 
96% 97% 

Ｑ15．いのちの大切さや社会のきまりについて学習すること

がある 
94% 95% 

Ｑ６．HR 教室や専門教室、体育館などは授業や生活がし

やすいようにととのっている 
97% 97% 

Ｑ16．たまがわフェスティバルやパックツアー・修学旅行など

の行事は楽しい 
95% 94% 

Ｑ７．学校のホームページや SNS（インスタグラム）を見る

ことがある 
59% 63% Ｑ17．委員会活動や部活動に積極的に参加している 90% 90% 

Ｑ８．先生は、私たちの話をよく聞き、私たちのことを大切に

している 
96% 95% 

Ｑ18．授業や行事（たまがわフェスティバル等）で近くの学

校や地域の人と交流することがある 
76%↑ 68% 

Ｑ９．先生は、私たちが困っていることがあれば一緒に考

え、対応してくれる 
95% 94% 

Ｑ19．先生は 1 人 1 台端末(iPad)をうまく活用できるよう

工夫している 
93% 95% 

Ｑ10．卒業後の進路、仕事について考える授業がある 95% 95% 
Ｑ20．先生はわたしたち一人ひとりのことや障がいのことを

わかってくれている 
92% 95% 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【保護者】 

設問のうち上位 2区分の合計数値が前年度と比較をして５％以上増減のあったものに↑・↓を記している。 

質問内容 Ｒ７ Ｒ６ 質問内容 Ｒ７ Ｒ６ 

１ 子どもは学校へ行くのを楽しみにしている 85%↓ 92% １４ 教職員は、子どもの障がいについて理解している 95% 94% 

２ 学校は本人・保護者のニーズを踏まえて、特色のある

教育活動に取り組んでいる 
99% 99% 

１５ 保護者は、子どもの心身の健康や障がいの状況に

ついて、気軽に学校に相談できる 
93% 92% 

３ 子どもは、授業が楽しくわかりやすいといっている 94% 93% 
１６ 教職員は、すべての教育活動において、子どもの人

権を尊重した指導を行っている 
94% 96% 

４ 教職員は、子どもの学習状況や努力を適切・公平に

評価している 
98% 96% 

１７ 学校運営に、校長のリーダーシップが発揮されてい

る 
92% 94% 

５ たまがわフェスティバルやパックツアー、修学旅行など

の学校行事は、子どもが参加しやすいように工夫され

ている 

98% 98% 

１８ 学校からは、地震や台風などの場合の対応につい

て、生徒や保護者に行動マニュアルが知らされてい

る 

99% 96% 

６ 学校は 1人 1台端末（i Pad)を効果的に活用して

いる 
95% 93% １９ 学校の施設・設備は学習環境面で満足できる 97% 98% 

７ 子どもは、積極的に委員会活動や部活動に参加して

いる 
85% 89% 

２０ 学校では、子どもに関するプライバシーが守られて

いる 
98% 96% 

８ 学校の生徒指導の方針に共感できる（R7新規） 96%  
２１ 学校は、子どもが他の学校の子どもたちと交流する

機会を設けている 
85%↑ 80% 

９ 学校は、進路や職業について適切な指導を行ってい

る 
99% 96% ２２ 学校のホームページや SNSを見ることがある 84% 81% 

１０ 学校は、いじめについて子どもが困っていることがあ

れば真剣に対応をしてくれる 
97% 96% 

２３ 学校は、個別の指導計画・個別の教育支援計画に

ついて、本人・保護者のニーズを踏まえて作成し、適

切な説明を行っている 

99% 98% 

１１ 学校は、（子どもに）生命を大切にする心や、社会の

ルールを守るための指導を行っている 
99% 99% 

２４ この学校の授業参観や学校行事に参加したことが

ある 
96% 100% 

１２ 学習の内容、学校生活の様子を懇談や学年だより、 

連絡帳やすぐーるなどによって、知ることができる 
99% 95% 

２５ 学校は、保護者や地域の人たちから意見を聞く機会

を持っている 
95% 93% 

１３ 学校は、文書や学校ホームページ、SNS、すぐーるを

用いて、教育情報について提供の努力をしている 
100% 97%    

 

 

 

 

 

 

 



 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【教職員】 

設問のうち上位 2区分の合計数値が前年度と比較をして５％以上増減のあったものに↑・↓を記している。 

質問内容 Ｒ７ Ｒ６ 質問内容 Ｒ７ Ｒ６ 

１ 学校の教育活動について、教職員で日常的に話し合

っている 
91%↑ 85% 

１６ 生徒一人ひとりの人権を尊重し、体罰やセクシュア

ル・ハラスメントを防止し、日常の教育活動を行っ

ている 

８８％ 92% 

２ 教育課程の編成に当たって学習指導要領の趣旨が

生かされている 
94% 95% 

１７ 学校運営に、校長のリーダーシップが発揮されてお

り、教職員の意見が反映されている 
75% 77% 

３ 教育活動全般にわたる評価を行い、次年度の計画に

生かしている 
86% 89% 

１８ 各分掌や各部・学年間の連携が円滑に行われ、会

議の内容も学校運営に反映されている 
86% 84% 

４ 学校は、教育活動全般について、生徒や保護者の願

いによく応えている 
95% 96% 

１９ 日々の教育活動における問題意識や悩みについて、

気軽に相談しあえるような職場の人間関係ができ

ている 

79% 81% 

５ 指導内容については、生徒の実態に合うように、教職

員間で話し合いがもたれている 
90% 93% 

２０ この職場においては教職員の服務規律への自覚が

高い 
79% 81% 

６ 学習形態の工夫・改善・評価の在り方について話し合

う機会がある 
７９％↓ 84% 

２１ 事故、事件、災害等に対して迅速かつ適切な対処が

できるよう、役割分担が明確化されている 
9５% 97% 

７ 自立活動の指導に当たっては、生徒が興味をもって

主体的に取り組めるよう工夫している 
79% 80% 

２２ 学校予算は、一定のルールに基づき、適切に編成・

執行されている（R7新規） 
96%  

８ この学校では、カウンセリングマインドを取り入れた生

活指導を行っている 
83% 83% 

２３ 施設・設備について日常的に点検や管理が行われ

ている 
94% 93% 

９ 学校の諸活動において安全指導が徹底している 92% 96% 
２４ 校内研修等を通して、初任者等、経験の少ない教職

員を学校全体で育成する体制がとれている 
８４％↓ 89% 

１０ 生活指導において、家庭や関係機関との連携がで

きている 
95% 96% 

２５ 個人情報保護の観点から、生徒の個人情報に関す

る管理システムが確立している 
94% 97% 

１１ 生徒一人ひとりが興味・関心、適性に応じて進路選

択ができるよう、きめ細かい指導を行っている 
95% 91% ２６ ICT機器が、各教科の授業などで活用されている 95% 97% 

１２ 教育活動において、生徒が命の大切さや社会のル

ールについて学ぶ機会をつくるよう配慮している 
94% 95% 

２７ 教員の間で授業方法等について検討する機会を持

っている 
８４％↓ 89% 

１３ いじめ（疑いを含む）が起こった際の体制が整って

おり、迅速に対応することができている 
95% 93% 

２８ 教育活動に必要な情報について、文書や学校ホー

ムページ、SNS、すぐーるにより、生徒・保護者や地

域への周知に努めている 

97% 97% 

１４ 教育相談体制が整備されており、生徒は学級担任

以外の教職員とも相談することができる 
87% 88% 

２９ 個別の指導計画・個別の教育支援計画について、

本人・保護者のニーズを踏まえ作成し、保護者に開

示し説明している 

96% 96% 

１５ 学校行事が生徒にとって魅力あるものとなるよう、工

夫・改善を行っている 
91% 93% 

３０ ライフワークバランスはとれている 
82%↑ 77% 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

２．本校アンケート概要：設問数、回答数・回答率 

 

 

３．分析 

回答率は生徒、保護者、教職員ともに前年度と同等を維持できた。 

    ・・・生徒 98％（０％±）、保護者 94％（０％±）、教員 100％（０％±） 

  日ごろから、学校の取組みに関心を持っていただけるよう、情報発信の工夫を行うことが、より回答率を高めることにつながると考えている。 

また、今回の学校教育自己診断アンケートは、以下の 2点について見直しを行い、より正確な評価に繋がるようにした。 

   ①質問項目の見直し（新規質問項目の追加及び重複感のある項目の削除等） 

   ②質問方法の見直し（回答者が、回答しやすいように並べ替え、わかりやすい表現に変更） 

 

  回答傾向としては、全体的には肯定的回答（「よくあてはまる」、「ややあてはまる」）となっているが、「よくあてはまる」の回答数が生徒、保護者、教員ともに減少。一方で「全くあ

てはまらない」の回答が、生徒、保護者、教員ともに増加している。これらについて、十分な分析による改善をめざしたいところである。 

 

 以下、対象者ごとに、肯定的回答が５％以上増加または減少のあった項目の分析を示す。 

 

  

設問数 

対象数 回答数 回答率  

R６年度 R7年度 R６年度 R７年度 R６年度 R７年度  

生徒 20 177 169 174 165 98% 98%  

保護者 25 171 166 161 156 94% 94%  

教員 30 75 77 75 77 100% 100%  

① アンケート対象 本校生徒・保護者・教職員           

② アンケート期間 令和７年１１月７日(金)～11月１３日(木)     

③ アンケート方式         

生徒 無記名。一人一台端末の iPadを使用。Google classroomに Google FormsのＵＲＬを添付し回答を集めた。 

保護者 無記名。学校連絡システム「すぐーる」にて、アンケート依頼し、Google Formsの URLを添付し回答を集めた。 

教職員 学校連絡システム「すぐーる」にてアンケート依頼し、Google Formsの URLを添付し回答を集めた。 



【生徒】 

〇「自分の考えをまとめたり、発表できるときがたくさんある」75％（９％↘） 

・本校の授業の中で、グループワークの取組みが多くを占めており、「自分の考えをまとめる」という部分は達成しているが、「発表ができる」となると、発表者は必ずしも全員では

なく、時間にも限りがある。このことが、結果に反映されたのではないかと思われる。発表時間の確保とともに、なるべく均等に発表機会を持つことができる工夫が必要である。 

〇「担任の先生以外にも、保健室や相談室で気軽に相談できる先生がいる」77％（５％↘） 

・令和６年度から３人担任制となり、教室内における担任の相談体制がより充実できた可能性がある。 

〇「授業や行事（たまがわフェスティバル等）で近くの学校や地域の人と交流することがある」76％（８％↗） 

・『創立 20 周年記念祭』として、たまがわフェスティバルを体育の部・文化の部ともに、入場制限を設けなかったことや、生徒会プロジェクトによる取組みの周知（生徒自身の地

域との交流体験等を、他の生徒たちに発信する機会の増加）により、外部との交流をより意識できたのではないかと考える。 

 

【保護者】 

○「子どもは学校へ行くのを楽しみにしている」85％（７％↘） 

・生徒対象のアンケートでは昨年度と変わらず、今年度も８３％と増減はなかったが、現３年生は昨年度から８％ダウン。現２年生は２％のダウンとなっている。保護者からは、子ど

もの様子や会話から、この回答をいただいていると考えられるため、まずは生徒たちの思いを直接聞く機会の設定が必要だと考える。 

○「学校は、子どもが他の学校の子どもたちと交流する機会を設けている」85％（５％↗） 

・『創立２０周年記念祭』として、たまがわフェスティバルを体育の部・文化の部ともに、入場制限を設けなかったことや、創立 20周年の取組みを生徒たちが自ら発信（発表）した

ことが、取組みの周知につながったと考えている。 

 

【教職員】 

○「学校の教育活動について、教職員で日常的に話し合っている」91％（６％↗） 

・昨年度は評価が下がった項目であったが、今年度は増加。学校経営推進費事業（大阪大学との連携）や創立２０周年記念祭たまがわフェスティバル等の取組みに向けた、教

職員による企画・検討の時間が増えたことが考えられる。学校としては、教職員の新しい取組みが生まれるきっかけを作り続け、生徒たちに還元していきたい。 

○「ライフワークバランスはとれている」８２％（５％↗） 

・２年連続で５％の増加。勤務時間の超過が年々減少している。一斉定時退庁日の取組みも一層意識が高まった。 

○「学習形態の工夫・改善・評価の在り方について話し合う機会がある」79％（５％↘）…２年連続５％減 

○「教員の間で授業方法等について検討する機会を持っている」84％（５％↘）…昨年度は増加していた項目 

・この２年間は、学校経営推進費事業や創立20周年記念事業として、新しい取組み（教科・職業学科の横断的な学び、地域との交流等）やシラバスの見直し等に注力してきた。

そのため、これら 2項目にあるような内容の検討時間が十分とれなかった可能性がある。 

○「校内研修等を通して、初任者等、経験の少ない教職員を学校全体で育成する体制がとれている」84％（５％↘） 

・上記２項目と同様に、学校経営推進費事業や創立２０周年記念事業にかなりの時間を割いていたことの影響もあると思われる。また、昨今の働き方改革、ハラスメント等、教職

員の時間の使い方や意識に変化が起きており、同僚としての関わり方、校内研修、研究協議、授業見学等の方法の見直しも必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


